
〒959-0292 新潟県燕市吉田西太田字潟向2084-2
TEL.0256-92-6111 FAX.0256-92-7582

事 業 年 度 毎年3月1日から翌年2月末日まで

定 時 株 主 総 会 毎年5月

基 準 日
定時株主総会・期末配当

（中 間 配 当）
毎年2月末日
毎年8月31日
なお、その他必要があるときはあらかじめ公告する一定の日

株 主 名 簿 管 理 人

特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先

（電話照会先）

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120－782－031（フリーダイヤル）

単 元 株 式 数 100株

公 告 の 方 法 当社のホームページに記載いたします。
http://www.twinbird.jp/

上 場 取 引 所 東京証券取引所

⃝住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関で

ある三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

⃝未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

⃝「配当金計算書」について
　配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支

払通知書」を兼ねております。確定申告をおこなう際は、その添付資料としてご使用いただくこと
ができます。

　ただし、株式数比例配分方式をご選択いただいている株主様につきましては、源泉徴収税額の計算
は証券会社等にておこなわれます。確定申告をおこなう際の添付資料につきましては、お取引の証
券会社等にご確認をお願いします。

　なお、配当金領収証にて配当金をお受取りの株主様につきましても、配当金のお支払いの都度「配
当金計算書」を同封させていただいております。確定申告をなされる株主様は大切に保管ください。

株主メモ



　株主の皆様におかれましては、日頃より格別のご高
配を賜り、役職員一同厚く御礼申し上げます。ここに
第58期第２四半期（2019年３月１日から2019年８月31
日まで）の事業概況並びに今後の見通しにつきまして
ご報告申し上げます。

　当社グループは、「一緒に、つくる。お客様と。」を
スローガンとして掲げ、どこよりもお客様のお声を大
切にする価値共創企業を目指しております。さらに、
ものづくりの街として世界的に知られる燕三条地域の
技術や経営資源をもとに地域社会との共存共栄を図り、

「燕三条発 プレミアム家電メーカー」として、オリジ
ナリティ溢れる高品質な商品を国内はもとより世界に
発信すべく取り組んでおります。

　下半期の国内事業におきましては、家電量販市場に
対して引き続き単独・少人数世帯向け冷凍冷蔵庫等の
販売を促進し、年間で最大の需要期となる年末年始商
戦や新生活商戦に向けて、さらなる拡販を図ります。
加えて、拡大するポイントサービス市場を中心に、継
続的に新規販売チャネルの開拓を進めてまいります。
海外事業では、中国最大のＥＣショッピングモールで
ある「Tmall」にオープンした当社旗艦店をはじめ、販
売チャネルの拡充を進め、ＦＰＳＣ（フリー・ピストン・
スターリング・クーラー）事業につきましても、欧米

地域を中心に引き続き営業活動を推進してまいります。

　また、原価低減活動に関しましては、新製品企画段
階からの原価低減の徹底やパートナー企業とのVA/VE
活動の拡大など、取り組みを強化しております。高騰
する物流費用につきましては、物流各社との協業に加
え、物流体制全体の最適化によってその影響を軽減し
てまいります。一方、中長期的持続的な成長のために、
引き続き社内業務のＩＴ化等を進め、生産性向上を図っ
てまいります。

　なお、当期の中間配当につきましては、当初の予定
通り１株当たり３円とさせていただきます。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支
援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2019年11月

　当社グループの当第２四半期連結累計期間におけ
る売上高は5,864百万円となり、前年同期比810百万
円の増収（増減率16.0%）となりました。家電量販
市場では、消費増税前の駆け込み需要の影響に加え、
単独・少人数世帯向け冷凍冷蔵庫や洗濯機、電子レ
ンジ等が好調で拡販に寄与しました。また、ポイン
トサービス市場において、昨年発売した全自動コー
ヒーメーカーなどが堅調に推移しております。
　利益面につきましては、営業利益は３百万円とな
り、前年同期の営業損失から改善をすることができ
ました。昨年度から引き続き物流費用の高騰などの
影響を受けましたが、売上高の伸び等が利益改善に
貢献いたしました。経常損失は67百万円となり、前
年同期と比較して損失額が減少いたしました。
　また、国内株式市場の低迷などに伴い、当社が保
有する投資有価証券の時価が取得価額に比べ著しく
下落したため、投資有価証券評価損110百万円を計
上いたしました。これらの結果、親会社株主に帰属
する四半期純損失は133百万円となりました。
　当第２四半期連結会計期間末の総資産は12,121
百万円となり、前期末比399百万円減少しました。

主な内訳は、現金及び預金が304百万円の増加、受
取手形及び売掛金が227百万円の減少、商品及び製
品が136百万円の減少、有形固定資産が124百万円の
減少であります。
　負債は5,850百万円となり、前期末比165百万円減
少いたしました。主な内訳は短期借入金が200百万
円の減少、長期借入金が54百万円の減少であります。
　純資産は6,270百万円となり、前期末比233百万円
減少いたしました。親会社株主に帰属する四半期純
損失の計上や前期末配当などにより利益剰余金が
205百万円減少しております。

（通期連結業績予想）
　売上高 13,500百万円（前期実績 11,625百万円）
　営業利益 500百万円（前期実績 113百万円）
　経常利益 350百万円（前期実績 57百万円）
　親会社株主に帰属する
　当期純利益 100百万円（前期実績 18百万円）
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　四半期（当期）純利益（百万円）
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　通期　
　第2四半期

（注）第58期の通期は予想。 （注）第58期の通期は予想。

ツインバード工業株式会社
代表取締役社長
野 水 重 明

事業の概況 ─当第2四半期の業績 （2019年3月1日〜2019年8月31日）株主の皆様へ
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四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

科　　　　目 前期末
2019年2月28日現在

当第2四半期末
2019年8月31日現在

資 産 の 部

流動資産 7,423,191 7,167,807

現 金 及 び 預 金 873,307 1,177,829

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 2,432,187 2,204,266

商 品 及 び 製 品 3,084,231 2,948,069

仕 掛 品 303,985 300,990

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 307,697 323,067

そ の 他 423,105 214,780

貸 倒 引 当 金 △1,323 △1,197

固定資産 5,098,128 4,953,783

有形固定資産 4,057,360 3,932,834

建 物 及 び 構 築 物 （ 純 額 ） 1,259,457 1,243,538

機 械 及 び 装 置 （ 純 額 ） 53,202 50,047

金 型 （ 純 額 ） 330,122 260,322

工具、器具及び備品（純額） 88,289 81,356

土 地 2,056,499 2,056,499

そ の 他 （ 純 額 ） 269,789 241,070

無形固定資産 371,850 337,120

投資その他の資産 668,918 683,828

投 資 有 価 証 券 520,362 470,628

そ の 他 149,336 213,979

貸 倒 引 当 金 △779 △779

資 産 合 計 12,521,320 12,121,590

科　　　　目 前期末
2019年2月28日現在

当第2四半期末
2019年8月31日現在

負 債 の 部

流動負債 3,344,367 3,278,019
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 200,410 248,040
短 期 借 入 金 1,500,000 1,300,000
1 年 内 償 還 予 定 の 社 債 30,000 30,000
1年内返済予定の長期借入金 1,013,180 1,053,326
リ ー ス 債 務 169,248 136,675
未 払 法 人 税 等 17,901 39
未 払 消 費 税 等 1,101 75,716
賞 与 引 当 金 51,188 51,222
製 品 補 修 対 策 引 当 金 1,590 1,013
そ の 他 359,746 381,985

固定負債 2,672,363 2,572,771
長 期 借 入 金 2,000,146 1,945,360
リ ー ス 債 務 433,736 381,957
退 職 給 付 に 係 る 負 債 124,265 151,236
役 員 株 式 給 付 引 当 金 28,320 34,920
資 産 除 去 債 務 20,100 20,100
そ の 他 65,795 39,197

負 債 合 計 6,016,731 5,850,790

純 資 産 の 部
株主資本 6,568,359 6,362,682

資 本 金 1,742,400 1,742,400
資 本 剰 余 金 1,834,238 1,834,238
利 益 剰 余 金 3,110,067 2,904,390
自 己 株 式 △118,345 △118,345

その他の包括利益累計額 △63,770 △91,882
その他有価証券評価差額金 △184,445 △123,990
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 95,396 8,940
為 替 換 算 調 整 勘 定 32,092 29,894
退職給付に係る調整累計額 △6,813 △6,727

純 資 産 合 計 6,504,588 6,270,800

負 債 純 資 産 合 計 12,521,320 12,121,590

四半期連結損益計算書

（単位：千円）

科　　　　目
前第２四半期累計
2018年３月１日から
2018年８月31日まで

当第２四半期累計
2019年３月１日から
2019年８月31日まで

売 上 高 5,053,398 5,864,052

売 上 原 価 3,784,170 4,328,007

売 上 総 利 益 1,269,228 1,536,045

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,448,045 1,533,037

営 業 利 益 又 は 営 業 損 失 （ △ ） △178,817 3,007

営 業 外 収 益 17,641 18,586

営 業 外 費 用 48,284 89,264

経 常 損 失 （ △ ） △209,459 △67,670

特 別 利 益 3,609 －

特 別 損 失 0 112,766

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 損 失 （ △ ） △205,851 △180,436

法 人 税 等 △54,662 △46,773

四 半 期 純 損 失 （ △ ） △151,188 △133,662

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 四 半 期 純 損 失 （ △ ） △151,188 △133,662

四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

科　　　　目
前第２四半期累計
2018年３月１日から
2018年８月31日まで

当第２四半期累計
2019年３月１日から
2019年８月31日まで

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー 500,208 786,147

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー △255,156 △86,427

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー △354,188 △378,869

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額 19,941 △1,828

Ⅴ．現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △89,194 319,021

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高 947,773 365,207

Ⅶ．現金及び現金同等物の四半期末残高 858,579 684,229

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

連結財務諸表
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■株主の状況　 （2019年8月31日現在）

株　主　名 持株数 持株比率
千株 ％

株 式 会 社 双 栄 1,190 13.22
Ｅ Ｈ 株 式 会 社 765 8.50
日本トラスティ･サービス
信託銀行株式会社（信託口） 626 6.96
深 江 節 子 554 6.15
ツインバード従業員持株会 471 5.24
株 式 会 社 第 四 銀 行 436 4.84
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 
信託銀行株式会社（信託口） 312 3.47
野 水 敏 勝 279 3.10
株式会社日本政策投資銀行 276 3.07
野 水 重 勝 270 3.01

持株比率は自己株式（28,292株）を控除して計算しております。
（表示単位未満の端数を持株数は切捨て、持株比率は四捨五入しております。）

■役員の状況　 （2019年9月1日現在）

代 表 取 締 役 社 長 野 　 水    重 　 明
専 務 取 締 役 佐 　 藤    　 　 勉
取 締 役 浜 　 野    　 　 整
社 外 取 締 役 加 　 藤    善 　 孝
社外取締役（監査等委員） 駒 　 宮    史 　 博
社外取締役（監査等委員） 島 　 田    正 　 純
社外取締役（監査等委員） 小 　 村    　 　 隆
執 行 役 員 小 　 林    和 　 則
執 行 役 員 髙 　 木    哲 　 也
執 行 役 員 渡 　 邉    英 　 一
執 行 役 員 文 　 園    剛 　 之
執 行 役 員 浅 　 見    孝 　 幸
執 行 役 員 古 　 澤    隆 　 浩
執 行 役 員 宮 　 井    　 　 剛
執 行 役 員 河 　 村    吉 　 章

①株式数　発行可能株式総数・・・・・・・ 34,000,000株
　　　　　発行済株式の総数・・・・・・・・ 9,030,000株

（自己株式28,292株を含む）
②株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,597名
③大株主（上位10名）

■会社の概況　 （2019年8月31日現在）■新商品のご案内

■トピックス

創 業 1951年３月１日
設 立 1962年４月17日
資 本 金 17億4,240万円
従 業 員 数 307名
事 業 内 容 家庭用電気機器・家庭用照明器具・

理美容健康器具・電気音響機器の
製造販売
FPSC及びその応用商品の製造販売

■本社及び主要な支店・営業所等

本　　社
〒959-0292
新潟県燕市吉田西太田字潟向2084-2
TEL.0256-92-6111 FAX.0256-92-7582

東京支社
〒103-0001
東京都中央区日本橋小伝馬町14-4
ツインバード日本橋ゲートオフィス
TEL.03-3663-8771 FAX.03-3663-8640

大阪支店
〒540-0034
大阪市中央区島町2-4-9 島町第2野村ビル4階
TEL.06-6946-0811 FAX.06-6946-0833

名古屋営業所
〒460-0002
名古屋市中区丸の内3-14-32 丸の内三丁目ビル3階
TEL.052-231-7551 FAX.052-231-4221

福岡営業所
〒812-0025
福岡市博多区店屋町6-25 オクターブ店屋町ビル7階
TEL.092-281-2600 FAX.092-281-2601

新潟営業所
〒959-0292
新潟県燕市吉田西太田字潟向2084-2
TEL.0256-92-6119 FAX.0256-93-4422

※大阪支店につきましては、11月25日に上記へ移転いたします。

新商品のご案内／トピックス

2018年10月に発売しご好評いただいているCM- 
D457B（3カップ）に寄せられた、「もっとたくさ
ん飲みたい」「家族や友人と楽しみたい」とのお
声から、大容量の6カップを発売いたしました。
“コーヒー界のレジェンド”として知られるカフェ・
バッハ店主 田口護氏が監修し、豆本来の味を引き
出す抽出温度83℃にこだわり、さらにお好みで
90℃の湯温も選択が可能です。
豆の量や湯温、挽き方の組み合わせで探究した〝自
分だけのこだわりの一杯〟を大切なご家族やご友
人と一緒に楽しんでいただけます。

全自動コーヒーメーカー
<CM-D465B>

プロのハンドドリップの正しい作法を
再現する独自の機構やオンラインスト
アで地域企業のコーヒー器具をライン
アップするなど、コミュニティ重視の
ものづくりが評価されました。

全自動コーヒーメーカー
<CM-D457B>

単機能にした事で様々な用途が生まれ
る「引き算」のデザイン。全体の構成
バランスの中で決して使いやすさや機
能を犠牲にしていない点と空間になじ
むデザインが評価されました。

ボトル型クリーナー
<HC-E205W>

スチームに特化し軽量化を実現。ハン
ガーラックにかけておく収納方法など、
細部まで配慮の行き届いたデザインと
して評価されました。

ハンディースチーマー
<SA-D096W>

３製品が2019年度グッドデザイン賞を受賞いたしました。
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